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平成28年度水稲除草剤出荷量データ（植調協会調べ）　統計データから

水稲作付面積が前年比 99 のなか，出荷金額比は 99，出荷
数量比は 96 と減少している。出荷されている製品のうち，一
発処理剤は 378 剤と全体の 7 割強を占め，初期剤は 62 剤，中・
後期剤は 51 剤である。各剤の標準的な使用量（㎏ ,L/ha）をベー
スに出荷数量を割り求めた推定使用面積では，一発処理剤が 6
割を占め，前年比も 101 と広く使用されている。初期剤，中・

後期剤はそれぞれ 2 割程度であるが，初期剤は前年比 92 と減
少が目立つ。

水稲作付面積（100）に対する水稲除草剤の普及割合をみる
と，全体で 181 となり，平均的な水稲除草剤の使用回数は 1.8
回程度になる。また，表 -2 に示すように，除草剤の使い方には，
地域による特徴がある。　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

，L

全国合計
（1,611,000ha）

北海道
(108,300ha)

東北
(414,000ha)

北陸
(213,400ha)

関東
(303,100ha)

 一発処理 108 100 112 112 110

 体系処理（初期） 35 41 43 46 35

 体系処理（中・後期） 38 21 37 53 51

総　　計 181 162 192 210 196

東海
(102,000ha)

近畿
(107,000ha)

中国
(113,200ha)

四国
(54,100ha)

九州
(196,300ha)

 一発処理 112 103 113 95 97

 体系処理（初期） 30 29 44 9 11

 体系処理（中・後期） 46 23 42 14 22

総　　計 188 155 200 119 130

表-2　　水稲除草剤処理方法別の普及割合（平成28年度：地域別）

表 -１　平成 28年度　水稲除草剤出荷数量・金額と推定使用面積（平成27年 10月～平成 28年９月末）

表 -2　　水稲除草剤処理方法別の普及割合（平成28年度：地域別）


